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概  要 
 
 
 

著者らは，低粉塵・低騒音・低振動型の目荒らし工法であるブラストキー工法を開発してきた．耐震補強工法の一つ

である壁の増し打ち補強工法は，既存壁と補強壁が一体化するように接合面にチッピングによる目荒らしを施工するこ

とが一般的である．しかしながら，チッピングによる目荒らしは，面積管理が困難であることや，施工環境を保持する

ことが困難である．本論文では施工環境に配慮し，管理が容易なブラストキーを壁の増し打ちの接合面に適用した実験

を実施し，既存壁と補強壁の挙動から構造性能を定性的に評価することができた． 
 
成  果 

 
 
 

 

 ブラストキーを壁の増し打ち補強工法の既存壁と補強壁の接合面に適用できることを示した． 
 ブラストキーを適用した増し打ち壁は，チッピングによる目荒らしと同等以上の一体化となる効果を得た． 
 ブラストキーを適用することで，補強壁と既存壁の目開き変位を抑えると共に，変形性能・耐力も良好な結果を得

た． 
 

 
 
 

 

 

 

 

図－２ 目開き-壁板軸変位関係の比較 

 

写真－１ ブラストキーの施工状況と形状 
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